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子どもの「主体性」を引き出す 

「学びのユニバーサルデザインを取り入れた授業実践」 

 

～ＵＤＬの３原則を取り入れた授業づくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ０ 日 

江 戸 川 区 立 篠 崎 中 学 校 

 

令和 6年度増補版 

 

１ 支援・配慮 

コミュニケーションに多様な手段を使う。 

 

２ 説明 

実験した内容を文字やイラストで記載する

など、多様な方法で提出させます。 

①写真や動画を加えて結果や考察の報告。 

②キーボードによるタイピングや音声認識を

利用ウェブの情報のコピー＆ペーストも

可能。 

③ICTの活用が苦手な子ど 

もは、紙ベースで記入後、 

写真を撮って提出可能。 
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はじめに 

 

特殊教育から特別支援教育に変わり十数年。学校は大きく変わり始めました。一昔前までは、教師が、

生徒のつまずきをいかに是正し、正しい方向に導くかが学校の課題でした。しかし、昨今では、つまずきの

要因を探り、その要因をいかに子ども自らで克服することができるようにするかが議論されるようになりまし

た。この変化は、大きく指導者を変え、子どもたちにも変化をもたらしました。指導者主体の「どう教えるか」

から生徒主体の「どのように学ぶか」に変化をしてきています。 

そこで、本校では、令和５年度に、十文字学園女子大学 教育人文学部 児童教育学科教授 兼 同大学 

特別支援教育研究所 所長 中西 郁 氏、並びに、江戸川区教育研究所 研究員 有澤 直人先生に御助

言をいただき、令和５年度より、以下の原則について共通理解を図り「学びのユニバーサルデザイン※１を取

り入れた授業」を日常的に取り組み、障害がある、ないに関わらない学習者主体の学び方の在り方を実践

してまいりました。 

 

 

 

 

 

 

 

その結果、ICT の効果的な活用など、本校では、少しずつではありますが、生徒が「どのように学ぶか」

への変化が随所に見られてきたように感じております。 

  そこで、本年度は、昨年度に続き実践を積み、その実践を増補版として本編にまとめました。 

  本編では、昨年度以上に、つまずきの要因を探り、その要因をいかに子ども自らで克服することができる

ようにするかに視点を置き、新たな実践を増補しております。 

  日々、子供への指導の実践を積まれている方々のお役に立ててれば幸いです。 

令和７年２月１０日（月） 

江戸川区立篠崎中学校 

校長 紅林 兼一 

 

注釈 

※１ UDL（ユニバーサルデザインラーニング）とは、以下のような教育実践の指針となる科学的根拠のある枠組みであ

る。 

  〇情報の提供のしかた、生徒の応答のしかたや知識やスキルの示し方、生徒の取り組み方において柔軟性をもたせ、 

  〇適切な配慮や支援および適度な挑戦を提供し、指導上の障壁を軽減し、障害がある生徒や母語が外国語の生徒も 

含めた全ての生徒に対して、高い達成度の期待度を示すものである。 

   参考・引用：「学びのユニバーサルデザイン（UDL）ガイドライン全文 Version2.0」2011年 2月 1日 

〇提示（理解）のための多様な方法を提供する。 

→「何を」学ぶか（いろいろな学習リソースや知識を活用できる）  

〇行動と表出のための多様な方法を提供する 

→どのように学ぶか（方略を使いこなし、自分の学びの舵取りをする）  

〇取り組みのための多様な方法を提供する 

→なぜ学ぶのか（目標をもち、やる気がある） 
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 ガイドライン７ 興味を引くために多様なオプションを提供する P ５８ 
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 著書協力者及び著者 P ７６ 

 

第１章  

学びのユニバーサルデザイン

（ＵＤＬ）とは・・・ 

１ ＵＤＬの概念 

２ ３原則とは 

３ ３原則とガイドライン、チェックポイント、実践例 
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１ ユニバーサルデザイン（ＵＤＬ）の概念 

  UDLは、教育者がさまざまなニーズに対応できるような柔軟な学習の目標、方法、教材・教具、評価の方

法を提供し、学習者の個人差に対処するのに役立ちます。UDLを用いて作成されたカリキュラムは、最初

の段階から全ての学習者のニーズに合わせるようデザインされるので、コストと時間のかかる後付けの

変更が不要です。UDL の枠組みは、初めから調節可能なオプション（複数の方法）のある柔軟なデザイ

ンを作成するよう推奨しているので、学習者は私たちが勝手に想定した所ではなく、自分自身が今いる

地点から進歩していくことができます。それを実現するためのオプションとは、全ての学習者に効果的な

教育を十分に提供できるぐらいに多様でしっかりとしたものです。 

 

２ ３原則とは 

（１）原則Ⅰ：提示（理解）のための多様な方法の提供（学びの“what”／“何を”学ぶか） 

提示された情報をどのように認識し、理解するかは、学習者によって異なります。例えば、感覚器官に 

障害のある人（視覚障害や聴覚障害など）、学習障害のある人（ディスレクシアなど）、言語や文化の 

異なる人などが学習内容にアプローチするためには、皆それぞれに違った方法が必要になるでしょう。 

他の人にとっても、単に情報を得るだけなら、印刷された文書より視覚的または聴覚的な手段の方が、

より素早く、効率が良いかもしれません。また、多様な提示方法が用いられる時こそ、生徒は学習内容

そのものだけでなく、他の事柄とも結び付けていくことができますから、学習や学習の転移（前の学習

が後の学習に影響を与えること）が起こるのです。つまり、全ての学習者に最適な一つの提示方法とい

うものが存在するのではなく、提示のためのオプション（複数の方法）を提供することが不可欠なので

す。 

（２）原則Ⅱ：行動と表出のための多様な方法の提供（学びの“how”／“どのように”学ぶか） 

どのように学習を進めたり知っていることを表現したりするかは、学習者によって異なります。例えば、重

度の運動機能障害（脳性まひなど）がある人、方略的に考えたり見通しを立てて行動したりすることに

困難のある人（実行機能障害など）、言語の壁がある人などは、それぞれ全く違うやり方で学習課題に

アプローチします。自分の伝えたいことを言葉で話すのではなく書いて表現する方がうまくできる人も

いれば、その逆の人もいるかもしれません。また、行動と表出には非常に多くの方略や練習、（思考の）

整理が必要になりますが、これらもまた学習者によって異なるのだということも、私たちは認識しなけれ

ばなりません。現実には、全ての学習者に最適な一つの行動や表出の方法というものは存在しないの

で、行動と表現のためのオプション（複数の方法）を提供することが不可欠なのです。 

（３）原則Ⅲ：取り組みのための多様な方法の提供（学びの“why”／なぜ学ぶのか） 

感情は学習のカギを握る重要な要素ですが、どんな方法で学習に取り組んだりやる気を出したりでき 

るかは、学習者によって顕著に異なります。感情に影響を与える要因は、さまざまです。例えば、 

 

第１章 学びのユニバーサルデザイン（ＵＤＬ）とは・・・※２ 

注釈 

https://2.bp.blogspot.com/-fazbKxuidJY/V6BP7TFEoRI/AAAAAAAA838/0xYzU5hMFVgiYdtgliYXhAv5ffcbGY8iQCLcB/s800/figure_tasuke.png
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※ 学びのユニバーサルデザイン（ＵＤＬ）ガイドライン Version2.0より抜粋 

脳科学的要因、文化的要因、その人個人との関連性や主観、背景となる知識のほかにも、このガイ 

ドラインで示すさまざまな要素が含まれます。偶然に起きたことや目新しいことだと張り切って取り組

む学習者もいれば、そういうものには取り組まない学習者もいます。中には、そのような要素を不安が

って、むしろいつも決まった事柄に取り組むことを好む学習者もいます。一人で作業するのを好む学

習者もいるかもしれませんし、仲間と作業するのを好む学習者もいるでしょう。現実には、全ての学習

者にとって全ての状況で最適な一つの取り組みの方法というものはなく、取り組み方についても多様

なオプション（複数の方法）を用意することが不可欠です。 

 

＜参考＞ 

 原則Ⅰ 原則Ⅱ 原則Ⅲ 

提示（理解） 行動と表出 取り組み 

「何を」学ぶか 「どのように」学ぶか 「なぜ」学ぶのか 

アクセスする 知覚する 身体動作 興味をもつ 

積み上げる 言語、数式、記号 表出やコミュニケーション 努力やがんばりを続ける 

自分の物にする 理解 実行機能 自己調整 

ゴール いろいろな学習リソースや知

識を活用できる 

方略を使いこなし、自分の学

びの舵取りをする 

目標をもち、やる気がある 
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３ ３原則とガイドライン、チェックポイント、実践例 

 

 

 

（ガイドライン１）知覚するためのオプションを提供する 

  ①情報の表し方をカスタマイズする多様な方法を提供する。 

    実践例 

  〇文字、画像、グラフ、表、その他視覚的コンテンツの大きさ 

〇文字や画像と背景とのコントラストを調整する。 

〇情報や強調に用いる色を調整する。 

〇話や音声の音量や速度を調整する。 

〇ビデオ、アニメーション、音声、シミュレーションなどのスピードやタイミングを調整する。 

〇視覚的な要素その他のレイアウトを調整する。 

〇印刷教材用のフォントを調整する。 

②聴覚的に提示される情報を、代替の方法でも提供する。 

    実践例 

      〇話されている内容を文字で示したキャプション（字幕）や、話したことを文字に変換する音声認識 

機能を使用する。 

〇図表やチャートで示す、音楽や音声を音符表記で示すなど視覚的に確認できるものを提供する。 

      〇ビデオクリップやオーディオクリップを文字に変換したものを提供する。 

〇口頭言語を手話でも提供する。 

〇音声で示された強調や韻律を視覚的に置き換えたものを用いる。（顔文字や絵文字、シンボルマ 

ーク、画像など） 

〇音響効果や警告音に代わる視覚や触覚で確認できるものを提供する。（バイブレーション機能な 

ど） 

〇音楽演奏を視覚的または感情的（あるいはその両方）な表現で解説したものを提供する。 

  ③視覚的に提示される情報を、代替の方法でも提供する。 

実践例 

    ＜画像、グラフィクス、動画、ビデオ映像＞ 

〇全ての画像、挿絵（グラフィックス）、ビデオ映像、動画についての（文字または口頭での）解説を 

提供する。 

〇示された内容の重要な視覚情報と同じ内容を、触って確認できるもの（触図や参照用の物）を使用 

する。 

〇全体像や相互作用を理解させるための、実際に操作できる教材や立体模型を提供する。 

〇視覚的な情報の中の重要事項や場面の切り替えなどに聴覚的な合図を提供する。 

    ＜文字＞ 

      〇デジタルテキストを制作するときは、アクセシビリティ基準（NIMAS、DAISYなど）で製作する。 

提示（理解）のための多様な方法の提供する 
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〇文字文書を音読するのを助ける支援員や生徒同士のパートナーなどを許可する。 

〇読み上げソフトを提供する。 

（ガイドライン２）言語、数式、記号のためのオプションを提供する 

① 語彙や記号をわかりやすく説明する。 

実践例 

〇語句や記号について事前に教える。特に学習者の体験や既に知っていることと結び付けるような 

方法で支援する。 

〇図や表の記号を、（その意味が分からない人のために）文章による説明と併せて提供する。 

〇難しいことばや表現、複雑な式などがどのような構成になっているか、簡単なことばや記号に分解 

し、わかりやすく表示する。 

〇文章中のことばや記号についての補足的な挿入（定義、説明、イラスト、以前に習った範囲、訳な 

どをハイパーリンクや脚注で示す） 

〇文章中の馴染みのない事柄（その分野特有の表記、あまり知られていない性質や定理、慣用句、 

学術用語、比喩、数学用語、専門用語、古語、口語表現、方言など）の意味を参照するための注 

釈文を挿入する。 

②構文や構造をわかりやすく説明する。 

    実践例 

      〇構造的な関係を目立せることやより分かりやすいもので説明する。 

〇すでに学習している構造と結び付けるなどを説明する。 

〇要素どうしの関係をわかりやすく説明する。（例 文章の中の接続語、概念図の中の考えと考えの 

関係などを、目立たせて強調する） 

  ③文や数式や記号の読み下し方をサポートする。 

    実践例 

      〇読み上げ機能の使用を許可する。 

〇デジタル形式の数式で(Math ML)自動読み上げを使用する。 

〇人の声による録音付きのデジタルテキストを用いる。（例 Daisy Talking Books） 

〇適切なところで多様な提示方法での表記に臨機応変かつ容易にアクセスをできる方法を提示す 

る。（例 公式、文章問題、グラフなど） 

〇重要用語のリストに記号表記の定義を示したものを提供して明確化する。 

  ④別の言語でも理解を促す。 

    実践例 

      〇主言語（日本の場合日本語）で示されている全ての重要な情報を、その言語の能力が限られて 

いる学習者の第一言語での提示や聴覚障害の学習者には手話で提示する。 

〇重要語句については、その定義と発音を授業の主言語とその学習者の最もよく分かる言語の両 

方で提示する。 

〇その分野特有の用語については、専門用語と一般的な言葉の両方を使って定義（例 「加法（足 

し算）」と併記する） 

〇電子翻訳ツールを提供したり、ウェブ上の多言語辞書サイトにリンクしたりすることを助言する。 

〇用語の意味を明確にするために、視覚的、非言語的にサポートするもの（絵やビデオなど）を使用 

      する。 
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⑤様々なメディアを使って図解する。 

実践例 

      〇文字による解説や数式など、一つの形式で示された重要概念を、イラスト、ダンスや動き、図表、模 

型、ビデオ、4コマ漫画、ストーリーボード、写真、動画、実物かバーチャルで操作するもの等の代 

替の形式と併せて提示する。 

〇文字情報と併せて提示されたイラスト、チャートや図表などを、分かりやすくつなげ説明する。 

 

（ガイドライン３）理解のためのオプションを提供する 

  ①背景となる知識を活性化または提供する。 

    実践例 

〇関連する予備知識と結び付け活性化することによるアンカーインストラクション（例 視覚イメージ、 

概念アンカーリング、概念理解チャート）を使用する。 

〇KWL法を利用する。(概念マップなど、学ぶ内容の概略を先に提示すること) 

〇前もって理解しておくべき重要な概念について、デモンストレーションや見本をとおして事前に伝達 

  する。 

〇関連するアナロジー（類比）やメタファー（隠喩）を用いて概念どうしの橋渡しを提示する。 

〇教科をまたぐカリキュラムにおいて、つながりを明確化する。 （例 社会科の授業の中で読み書き 

の方略を教える場合など） 

  ②パターン、重要事項、全体像、関係を目立たせる。 

    実践例 

      〇文章、絵図、表、公式などの重要な要素を目立たせたり強調したりする。 

〇重要な概念や関係を強調するために、アウトライン、グラフィックオーガナイザー、ユニットオーガナ 

イザールーティン、コンセプトオーガナイザールーティン、コンセプトマスタールーティンなどを使用 

する。(さまざまな思考ツールなど、いずれも単元の内容や概念を視覚的に整理するための書き

込み式（ツール）及びそれらを用いた指導方法の名称) 

〇重要事項を強調するために、多様な正答例（成功例）や失敗例を提示する。 

〇重要事項に注目させるためのヒントやキューイング（合図）を使用する。 

〇馴染みのない問題を解く際に使えるよう、事前に学習したスキルを強調する。 

  ③情報処理、視覚化、操作の過程をガイドする。 

    実践例 

      〇順序性のあるプロセスをステップごとに分かりやすく示したプロンプトを提示する。 

〇系統立ての手順や取り組み方のためのオプションを提供する。（計算処理のための数字の表や 

アルゴリズムなど） 

〇探究や新たな理解を導くようなインタラクティブな見本を提供する。 

〇情報処理の方略の手助けとなる段階的な手掛かりを導入する。 

〇授業への導入を多様にして様々な観点やレベルから参加できるようにすることや内容を理解する 

  ための複数の方法を提供する。（例 演劇制作、芸術や文学、映画やメディアなどを通して主題を 

探究する） 
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〇情報をより小さい要素に分解する。 

〇情報を段階的に提示する。（順序性を強調するなど） 

〇指導のねらいに不可欠なものでないかぎり、不要な事柄を除外する。 

④学習の転移と般化を最大限にする。 

      実践例 

        〇チェックリスト、オーガナイザー、付箋、電子リマインダーなどを提供する。 

〇記憶の方略や工夫を使うように指示する。（例 視覚イメージ法、パラフレージング<言い換え> 

法、loci法<場所とイメージを結び付ける方法>） 

〇時間をおいて復習や練習する機会を十分確保する。 

〇メモを取る際の補助的なテンプレートやグラフィックオーガナイザー、概念マップなどを提供する。 

〇過去の知識と新しい情報を結び付けるための段階的な支援となるものを提供する。（例 ワード、 

ウェブ、半分埋まった概念マップ） 

〇馴染みのある概念や状況の中に新しい概念を組み込む。（例 アナロジー（類比）、メタファー 

（隠喩）、演劇、音楽、映画など） 

〇分かりやすく援助のある状態で学習したことを新しい状況に応用する機会を提供する。 

（例 一次方程式を使って解く様々なタイプの問題、遊び場を作るために物理の原理を使う） 

〇重要事項が一度だけでなく時間をおいてまた出てくることや、他の事柄と関連付けて出てくるよ 

  うな機会を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろな学習リソースや知識を活用でき

学びのエキスパート（目指す姿） 



14 

 

 

 

 

 

 

 

（ガイドライン４）身体動作のためのオプションを提供する 

  ①応答様式や学習を進める方法を変える。 

実践例 

      〇教具や具体物、テクノロジーなどを使うときに必要な身体動作のスピード、タイミング、可動範囲に 

ついての代替のものを提供する。 

〇身体的な応答や選択に代わる別の方法を提供する。（例 ペンや鉛筆でマークすることやマウス 

操作に代わる代替手段） 

〇手、声、シングルスイッチ、操作レバー、キーボードや改造されたキーボードを使って教材を物理的 

に操作することの代替手段を提供する。 

  ②教具や支援テクノロジーへのアクセスを最適にする。 

実践例 

      〇マウス操作に代わるキーボードコマンドを提供する。 

〇代替手段を使い自分でアクセスや入力ができるようにするため、スイッチや入力支援ソフトなどの 

オプションを接続する。 

〇代替キーボードの使用を許可する。 

〇タッチパネルやキーボードのオーバーレイを自分用に調整する。 

〇キーボードの代替物や altキーを使ってもスムーズに動くソフトを選択させる。 

 

（ガイドライン５）表出やコミュニケーションに関するオプションを提供する 

  ①コミュニケーションに多様な手段を使う。 

実践例 

      〇文章、スピーチ、絵、イラスト、デザイン、映画、音楽、ダンスや身体表現、ビジュアルアート、工作、ビ 

デオなど、多様なメディアにより制作する。 

〇実際に手や体で操作するものを使用する。（ブロック、３Ｄ模型、数ブロックなど） 

〇ソーシャルメディアやインタラクティブなインターネットツールを活用する。（ディスカッションフォーラ 

ム＝ウェブ上であるテーマについて意見交換するサイト、チャット、ウェブデザイン、注釈ツール＝コ 

メントをつける機能、ストーリーボード、コミックトリップス＝短いマンガ、動画プレゼン） 

〇さまざまな方略を用いて問題を解かせる。 

  ②制作や作文に多様なツールを使う。 

実践例 

      〇スペルチェック機能、文法チェック機能、単語予測候補ソフトを提供する。 

〇音声入力ソフト（音声認識）、人による口述筆記、録音などを提供する。 

〇電卓、グラフ計算機、図形用ノート（ドットの入ったノート）、グラフ用紙などを提供する。 

〇センテンススターター（「今日、私は（ ）」など文章の冒頭を与えるもの。）やセンテンスストリップ 

行動と表出に関する多様な方法の提供する 
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（1文ずつ書いて並べ替えたりしながら作文の手がかりとするもの）を提供する。 

〇ストーリーウェブ（話の構成を線でつないだ図で表すツール）、あらすじ書きツール、概念マップツ 

ールを提供する。 

〇CAD（「Computer-Aided-Design」コンピューターを使ったデザイン。ここでは、手描き作業の 

困難な部分についてコンピューターを使ってやることを提案している。）や、譜面書きソフト、数式ソ 

フトを提供する。 

〇バーチャルもしくは実際に操作できる算数教材を提供する。（数ブロックなど） 

〇ウェブ上のアプリを使用させる。（ウィキぺディア、アニメーション、プレゼンテーション） 

  ③支援のレベルを段階的に調節して流ちょう性を伸ばす。 

実践例 

      〇いろいろな見本を提供する。（例 同じ結果になるけれど違うアプローチや方略やスキルを用いた 

場合の手本を示す） 

〇さまざまなメンターを提供する。（例 異なるアプローチでやる気を起こさせたり、教えたり、フィード 

バックしたり情報を与えたりする教師やチューター） 

〇自力でできることやスキルが増えるにつれて段階的に減らしていく支援を提供する。（例 デジタ 

ル読み書きソフトに組み込まれているように） 

〇いろいろなフィードバックの仕方を提供する。（個々の学習者に合わせて変えられるフィードバッ 

クだとアクセスしやすい） 

〇現実の問題に新しく学んだ解法を応用する多様な例を提供する。 

 

（ガイドライン６）実行機能のためのオプションを提供する 

  ①適切な目標を設定できるようにガイドする。 

実践例 

      〇どんな努力が必要か、どんな援助を利用できるか、どの程度の困難かなどを見立てられるように 

するための、その場で出すヒントや段階的な支援を提供する。 

〇目標設定のプロセスや、目標設定をすることで得られる成果の見本や例を提供する。 

〇目標設定の支援となるガイドやチェックリストを提供する。 

〇目標、目的、スケジュールなどを目立つ場所に掲示する。 

  ②プランニングと方略開発を支援する。 

    実践例 

      〇行動する前に「ストップ・アンド・シンク」させる合図や、あるいはそのための場所を用意する。 

〇「自分の作品やしたことを見せて説明する」ためのプロンプトを組み込む。（例 ポートフォリオレビ 

ュー「作品を見せて意見をもらう会のこと」、作品論評） 

〇問題を理解し、ステップの優先順位・順序・スケジュールを設定するためのチェックリストや計画表 

のテンプレートシンクアラウド（頭の中で考えるプロセスを声に出して言う方法）の見本を示してく 

れるコーチやメンターを組み込む 

〇長期目標を達成可能な短期目標に分割するためのガイドを提供する。 

  ③情報やリソースのマネジメントを促す。 

実践例 

      〇データ収集や情報整理のための書き込み表やテンプレートを提供する。 
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〇分類や体系化のためのヒントを挿入する。 

〇メモを取るためのチェックリストやガイドを提供する。 

④進捗をモニターする力を高める。 

実践例 

      〇セルフモニタリングや振り返りを導く質問を組み込む。 

〇進歩の具合を示すものを提示する。（例 事前・事後の写真、時間経過に伴う進歩を示すグラフや 

表の変化のプロセスを示すポートフォリオ） 

〇自分がどんな形態のフィードバックや助言を求めているのか明確にするよう指示する。 

〇出来栄えや完成度についての振り返りを促すテンプレートを活用する。 

〇自己評価の方略について様々な見本を提供する。（例 ロールプレイ、ビデオレビュー、仲間からの 

フィードバック） 

〇評価チェックリスト、評価のルーブリック、いろいろな生徒の作品や解答例についての注釈例など 

を利用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方略を使いこなし、自分の学びの舵取りをする 

学びのエキスパート（目指す姿） 
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（ガイドライン７）興味を引くために多様なオプションを提供する 

①個人の選択や自主性を最適にする。 

    実践例 

〇次のような選択の機会を与えることで、可能な限り学習者が自分で決めたり自主的にやったりで 

きるように指示する。 

・本人が感じるチャレンジ<難しさ>のレベル 

・ごほうびや合格のしるしの形式 

・スキルの実践や評価のやりかたや内容 

・情報収集や制作に用いるツール 

・色、デザイン、図のレイアウトなど 

・完成までに必要な作業の順序や時間 

〇教室での活動や学習作業の企画に学習者の参加を許可する。 

〇個人の学習や行動の目標を設定する際には、いつでもどこでも可能な限り学習者自身も交えて 

決定させる。 

②自分との関連性・価値・真実味を高める。 

実践例 

      〇いろいろな活動や情報源を用意して、次のようなことができるように指示する。 

・個人に合わせたり、学習者の生活実態に合わせたりする。 

・学習者の文化に合わせたり関連付けたりする。 

・社会的な関連性をもたせる。 

・年齢や能力との兼ね合いを適切にする。 

・さまざまな人種、文化、民族、性別との兼ね合いを適切にする。 

〇活動をデザインするときは、結果に真実味があり、実際にいる相手に伝達し、参加者にも明確にな 

っている目的を反映するように計画させる。 

〇積極的な参加、新しいことの探索や実験ができる作業を提供する。 

〇内容や活動に対する一人ひとりの反応、価値付け、振り返りを指示する。 

〇新しい問題や関連性のある問題を解いたり、複雑なことをクリエイティブなやり方で考えたりする 

ための想像力を育むような活動を組み込む。 

  ③不安材料や気を散らすものを最小限にする。 

実践例 

      〇受け入れられ支えられている雰囲気を学級に組み込む。 

〇新奇さやリスクの程度を設定する。 

・日々の活動や移動の際の見通しをつけやすくするための表、カレンダー、スケジュール、視覚的 

に分かるタイマーを用意したり、合図などを決めたりする。 

取り組みのための多様な方法を提供する 
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・学級のルーティン〈決まった流れ〉を作る。 

・学習者が活動、スケジュール、新しい行事などを予測したり準備したりできるような手助けとなる 

予告や事前に見せるものを用意する。 

・上記とは逆に、ルーティンとしてしっかり確立している活動の中に、予想外のこと、ビックリするも 

のや新奇のものを最大限取り入れられるようなオプションを用意する。 

〇知覚刺激のレベルをいろいろにする。 

・周囲の雑音や視覚的刺激の有無、雑音の遮断、一度に提示される要素やアイテムの数などに 

ついての変更をする。 

〇作業ペース、作業時間の長さ、休憩や〈気持ちを落ち着かせるための〉タイムアウトの許可、活動 

のタイミングや順序などについての変更をする。 

〇学習や成果に求められる周りからの期待、本人が感じるサポートや保護のレベル、展示や評価の 

ための基準を個別に設定する。 

〇授業での全体の話し合いに参加者全員を巻き込むような雰囲気を醸成する。 

 

（ガイドライン８）努力やがんばりを継続させるためのオプションを提供する 

①目標や目的を目立たせる。 

実践例 

      〇目標を毎回繰り返し言うことに気付くよう指示する。 

〇多様な方法で目標を掲示する。 

〇長期の目標を短期の目標に分割するよう指示する。 

〇携帯型もしくはコンピューターに内蔵されているスケジュール管理ツールの使い方を提示する。 

      〇期待される結果をイメージするための合図や段階的支援を活用する。 

〇何を良いとするかの評価基準についての話し合いに参加させたり、学習者の文化的背景や興味 

に関連した身近な例を提示したりする。 

  ②チャレンジのレベルが最適となるよう求める（課題の）レベルやリソースを変える。 

実践例 

      〇中心となる活動において、難しさや複雑さの程度が異なるものを用意する。 

〇使ってもよいツールや支援について、代替のものも用意する。 

〇合格とみなす出来上がりの自由度を個々に応じて変更する。 

〇外的評価（順位など）や競争ではなく、達成水準に向かう過程や努力、進歩などを強調する。 

  ③協働と仲間集団を育む。 

実践例 

      〇明確な目標、役割、責任を持たせた協働学習グループを作成する。 

      〇様々な目的や支援を用いたポジティブな行動を支援する全校プログラムを作成する。 

〇いつ、どのように仲間や先生に援助を求めたらよいかを生徒たちが分かるようにするためのプロ 

ンプトを提供する。 

〇仲間同士で教え合ったり助け合ったりする機会を奨励しサポートする。（ピアチューターなど） 

〇共通の興味や活動に取り組む学習者のコミュニティを構築する。 

〇グループワークで何が期待されているかがわかるものを作成する。（例 ルーブリック、基準） 

④習熟を助けるフィードバックを増大させる。 



19 

 

実践例 

      〇次のようなフィードバックを指示する。 

・最後まで頑張れるよう励ます。 

・効力感や自己認識を育むことを重視する。 

・困難に対して何らかの支援や方略を利用することを奨励する。 

〇人との比較よりも、努力、進歩、一定水準の達成を強調するフィードバックを指示する。 

〇頻繁かつ適時に、具体的なフィードバックを指示する。 

〇比較や競争ではなく、本質的で有益なフィードバックを指示する。 

〇失敗や誤答のパターンを見つけるなど、評価の仕方の見本となるようなフィードバックを指示し、そ 

れをもとに将来的にうまくできるようになるための前向きな方略を計画するよう指示する。 

  

（ガイドライン９）自己調整のためのオプションを提供する 

①モチベーションを高める期待や信念を持てるよう促す。 

実践例 

      〇次の事柄に焦点を当てたプロンプト、リマインダー、ガイド、ルーブリック、チェックリストを用意 

・イライラした時に攻撃的にキレる頻度を減らすなどといった、自己調整の目標をたてる。 

・気をそらすような妨害刺激があっても作業に取り組み続けられる時間を長くする。 

・振り返りと自己強化の頻度を高める。 

〇強みと弱みの両面を考慮に入れて、自分に適した目標を設定するプロセスを示せるようなコーチ、 

メンター、あるいは援助者を提供する。 

〇振り返りをしたり自分の目標を決めたりする機会をもつような活動を援助する。 

  ②対処のスキルや方略を促進する。 

実践例 

      〇以下のような事柄に関するいろいろな見本、段階的支援、フィードバックを提供する。 

・イライラの調節をする。 

・心の支えとなるようなものを見つける。 

・自分自身の気持ちをコントロールする力や対処スキルを伸ばす。 

・特定の教科に対する苦手意識や“生まれつきの”才能だという考え方を適切に解決する。（例 

 「どうせ数学は苦手だし」ではなく、「どうやって苦手な分野を解消したらいいかな」と考える） 

・対処スキルの例を示すのに実際の生活場面やシミュレーション場面を使う。 

  ③自己評価と内省を伸ばす。 

実践例 

      〇自分の行動の変化をモニターするために、その行動のデータの収集、図表化、表示することを学 

ぶのに、個別に支援するための機器や手助けになるもの、表などを用意する。 

      〇学習者がフィードバックをもらったり代替の支援（表、テンプレート、フィードバック画面など）を利 

用できるような方法が含まれる活動を取り入れたりするなど、行動が進歩していることを、わかり 

やすくタイムリーに理解できるよう指示する。 

 

 

 

目的をもち、やる気がある 

学びのエキスパート（目指す姿） 
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第２章  

本校における実践事例 

原則Ⅰ  提示（理解）のための多様な方法を 

提供する 

原則Ⅱ   行動と表出のための多様な方法を提 

供する 

原則Ⅲ  取り組みのための多様な方法を提 

供する 
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原則Ⅰ 提示（理解）のための多様な方法を提供する 

ガイドライン１ 知覚するための多様なオプションを提供する 

①情報の表し方をカスタマイズする多様な方法を提供する 

②聴覚的に提示される情報を、代替の方法でも提供する 

③視覚的に提示される情報を、代替の方法でも提供する 

 

ガイドライン２ 言語、数式、記号のためのオプションを提供する 

①語彙や記号を分かりやすく説明する 

②構文や構造を分かりやすく説明する 

    ③文や数式や記号の読み下し方をサポートする 

    ④別の言語でも理解を促す 

⑤様々なメディアを使って図解する 

 

ガイドライン３ 理解のためのオプションを提供する 

①背景となる知識を活性化または提供する 

②パターン、重要事項、全体像、関係を目立たせる 

③情報処理、視覚化、操作の過程をガイドする 

④学習の転移と般化を最大限にする 
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ガイドライン１ 知覚するための多様なオプションを提供する 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 生徒自身が見づらい図や表を他タブレットで大きく投影す

る １ 支援・配慮 
情報の表し方をカスタマイズする多様な方法を 
提供する。 

 
２ 説明 
教科書やプリントでは、生徒に提供できる図や
表の大きさに限りがあります。仮にプリントいっぱ

いに図や表を印刷すると、その他の情報を、他の
プリントやスペースに印刷することになり、処理す
べき情報が増えてしまいます。そこで、小さい図
や表を生徒自身がタブレットを使って、大きく投
影することで、生徒の理解がより容易になりま
す。 

 

 板書における色の役割を統一する 
 

１ 支援・配慮 
情報の表し方をカスタマイズする多様な方法を
提供する。 

 
２ 説明 
〇学習内容を毎時間所定の位置に記入します。
板書するときはチョークの色を、４色のみを使
用します。 

⇒それぞれの色の役割 
白：文字・図形 
黄：本時の作業する内容 
橙：本時の作業する内容 
（黄色でかききれない場合） 

青：寸法や補助線 
〇時間管理や役割を貼り出し明確にします。 
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 動画を使って実験操作を説明する 
 

動画例：ろう・エタノールの状態変化 

 

 

 

 

 

動画例：水の電気分解 

 

 

 

 

 

 

１ 支援・配慮 
情報の表し方をカスタマイズする多様な方法を
提供する。 

 
２ 説明 
プリントなどを使って実験操作などを説明すると
き、プリントと併用して生徒の端末に、事前に撮
影しておいた実験操作を実際に行う動画を送信
する。装置の組み立てや操作を、繰り返し動画を
見ながらできるようにします。 
また、実験完了までの流れを動画に収録するこ
とで、学校を欠席しがちな生徒も動画を視聴し
て実験のレポートを作成できるよう配慮します。 

 

 問題文の状況を視覚的に理解する 

１ 支援・配慮 

情報の表し方をカスタマイズする多様な方法を
提供する。 

 

２ 説明 

問題文を読むだけでは、問題の状況を把握す
ることが難しい生徒がいます。そこで、生徒に
図や表を用いて説明し、生徒の理解に繋げて

いきます。さらに、点が動いている様子など、
動きが伴う際には、動画を通してわかりやすく
説明します。また、教材をTeamsに送り、生徒
が繰り返し見ることができるようにし、全員が
理解を深めることができるような工夫をして
います 
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 楽譜の読譜が苦手な生徒に聴覚資料（動画）を提供 

１ 支援・配慮 
聴覚的に提示される情報を、代替の方法でも提
供する。 

 
２ 説明 
楽譜に対して苦手意識のある生徒が、楽曲を聴
いたり、歌ったりしながら覚えることができるよう

に 、教科書出版社の動画提供サイトや 、
YouTube動画の URL を提供します。また、プリ
ントを配布する場合には、動画の２次元コードを
掲載することで、より動画サイトにアクセスしやす
くします。 

 

↓Teams の掲載画面 

 

 

 

 

 

 

↓プリントからの抜粋 

 

 

 

 

 

１ 支援・配慮 

視覚的に提示される情報を、代替の方法でも提
供する。 

 

２ 説明 

  文面だけでは立体を想像できない生徒に、立体
を 視 覚 的 に 捉 え ら れ る 模 型 や サ イ ト
「Geogebra」を提供します。 
「Geogebra」は、画面を触ると立体を動かすこ
とができ、様々な角度から見たりすることができ
ます。 

 
例）「回転体」の学習の際、図２→図３のよう
に、平面図形を回転させるとどんな図形

ができるかを捉えることができます。 
 
   

   

「Geoｇebra」を使って、立体を捉えさせる 

 

 

図２ 

↓ 

図３ 

正多面体 
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教師の説明を他の方法で、聴覚的・知覚的に提示する 

１ 支援・配慮 
視覚的に提示される情報を、代替の方法でも提
供する。 

 
２ 説明 
「作品完成までの工程がわからない」「前次の
作業内容がまだ終わっていない」「全体指導だ
けでは不安」など、作品作りの理解度や作業ス
ピードは個々様々です。そこで、「技法の基本動
画」「完成までの動画」「ポイントを記載したスラ
イド」を学習者用端末上でいつでも確認できる
ようにし、自主的・主体的に取り組めるよう配慮
しました。 

 

 

 画像やグラフィックを個人のペースで活用できるようにする 

１ 支援・配慮 

視覚的に提示される情報を、代替の方法でも提
供する。 

 
２ 説明 
従来は、紙に印刷した写真やデータもしくは資料
集などを利用していました。 

        ↓ 

ミライシード、teamsを使い資料を事前に送付し 
ます。（動画も利用可能）生徒のレポート作成な 
ど必要なときに利用可能にします。時にはズー 
ムも使います。並べての比較も可能になります。 

 

生徒個々の意見の共有 
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１ 支援・配慮 

視覚的に提示される情報を、代替の方法でも 
提供する。 

 

２ 説明 

    実験手順書としてのプリントは文字情報が主で
あるため、実験の操作や注意点を視覚的に理
解することが難しかった。そこで PowerPoint
で実験手順のスライドを作成することで実験手
順を視覚的に追えるようにし、生徒が次に何を
すべきかを理解しやすくした。 

授業プリントに代替する iPadの利用 

 

 

１ 支援・配慮 

視覚的に提示される情報を、代替の方法でも提
供する。 

 

２ 説明 

    理科２年地学分野において、地形と気象現象の
関係を捉えるとき、日本の地形を示す３Dモデ 

ルを生徒端末で操作できる形で配布した。    
従来、日本列島の断面の模式図を用いて説明
していたが、立体的に示すことで、各地域の地
形と降水量の関係をより理解しやすく提示でき
ると考えられる。 

 

実際のモデルがこちら 

 

３Dモデルの利用をしての理解の促進 
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ガイドライン２ 言語、数式、記号のためのオプションを提供する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 英語の発音やアクセントをより分かりやすく理解する 

１ 配慮・支援 
語彙や記号を分かりやすく説明する。 

 
２ 説明 
英語と日本語は音やリズムなど「字と発音の規
則性」が異なります。初めて単語を目にする場
合、日本語のカタカナ発音になってしまいます。

そこでカタカナを使って発音の補助をするが、
【子音＋母音、子音＋母音…】で書くのではなく
【子音＋母音、母音、母音…】と限りなく英語その
ものの発音をマネできるような形で明示します。
また、強調(アクセント)がある部分は、その部分
を大きく書いたり、太字にして書いたりして誰が
見てもわかりやすくマネできるような表記をしま
す。これにより、英語独特の発音への意識が高ま
り定着を促します。   

 

 重要語句は誰から見ても分かりやすく 

１ 支援・配慮 

語彙や記号を分かりやすく説明する。 
 
２ 説明 
黒板に学習内容をまとめる際には、協調したい
語句は、色使いだけでなく枠線で囲むなどの簡
単な工夫で書き示しています。色弱の生徒への
配慮としても同様の工夫が有効であると考えて
います。 
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１ 支援・配慮 

語彙や記号を分かりやすく説明する。 

 

２ 説明 

  初めて学ぶ英単語の発音や意味を学ぶ際に使
用するパワーポイントを工夫します。 

  参考画像のように、意味を表す画像やイラストの
みを映し出して生徒が発音してから、スペルを
映します。段階を踏まえて表示することで、生徒
も①意味と音声の結びつき、②音声とスペル
（文字）の結びつきなど段階を踏んだ理解を得
ることができます。 

英単語と音声と意味を結び付きやすくする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下線と四角で主語と動詞の関係をわかりやすく説明する 

１ 支援・配慮 
構文や構造を分かりやすく説明する。 

 
２ 説明 
英語は日本語の語順と異なり、主語のあとには
基本的に動詞が来る言語です。そこで、文法の
説明をするときに、主語には白で下線を引き、動
詞は赤色の四角で囲うといった板書の工夫をし

ています。これを行うことで、複雑な文でも主語と
動詞の関係が視覚的に分かりやすくなります。 
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１ 支援・配慮 

  構文や構造をわかりやすく説明する。 

 

２ 説明 

iPad に搭載されているプレゼンテーション用の
アプリケーションを使い、疑問文の作り方を説明

しています。イラストを提示することにより、英文の
意味を理解しやすくしたり、枠線や矢印記号を効
果的に使い文法のルールを視覚的に強調したり
しています。 
また、簡単な日本語でルールを説明した文を添
付することにより、音声だけでは理解に問題があ
る生徒の支援になっています。 

授業プリントに代替する iPadの利用 

 

 

 

１ 支援・配慮 

  文や数式や記号の読み下し方をサポートする。 

 

２ 説明 

    個々の能力に合わせた、段階的な音読方法を
生徒に提示する。授業では、スモールステップを
意識した音読を導入。自分にあった音読法を生

徒自身に選ばせ、学習方法を確立させる。 

多様な音読の方法を提示し、音読の学習方法を確立させ

る 
 

 

 

 

 

 

 

 

易 ・フリガナあり音読 

      ↑ ・フリガナなし音読 

         ・穴あき音読 

↓ ・モノマネ音読 

難 ・日本語音読 
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 言葉（文章）のみの情報処理が苦手な生徒に画像・映像資料を提供 

１ 支援・配慮 
別の言語でも理解を促す。 

 
２ 説明 
言葉（文章）を読むだけは本文の内容を理解す
るのが難しい生徒もいるため、本文の読解をす
る際に、その内容を補う映像資料を教室で流し

たり、理解を補う画像を映したりしています。 
また、古典を学ぶ際には、NHK for school の

10 分間でその古典を紹介した映像などを単元
の最初に流すことで、生徒が少しでも興味をもっ
たり、内容を理解しやすくなったりするよう活用し
ています。 

 

 

 文字情報以外で理解を深める 

１ 支援・配慮 

別の言語でも理解を促す。 
 

２ 説明 
文字情報と併せて、図式、イラストを提供する。事
例と主張を関係付けて読む活動をする。説明的
文章では、筆者の主張のよりどころをつかむこと
も重要な目標の一つある。繰り返し表現を変え

て、同じ内容を読者に伝えている部分もありま
す。しかし、難易語が頻出すると、理解が難しい
生徒も出てくるため、図式やイラストを提唱し理
解のためのオプションを提示する。（左上図）ま
た、間に合わなかったり、ノートに書き写しができ
にくい生徒には、板書事項を写真で記録。復習
材料とします。（右下図） 
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 問題を解く際に必要な考え方をイメージ化して提示 

１ 支援・配慮 

様々なメディアを使って図解する。 
 
２ 説明 
文章として記憶することや、文章の意味を理解す
ることが苦手な生徒向けに、その文章や考え方
を、イメージ化して提示します。 
＜例＞ 
図１：正負の数の加法を綱引きの勝負として考 

えるためのイラスト 
（例 ―５＋３は、マイナスチームは５人、プラスチ 

ームは３人だからマイナスチームの勝利で
力の差は２人分。 
よって ―５＋３ ＝ ―２ ） 

図２：乗法における符号の関係 
図３・４：文章問題の内容・状況のイラスト 

 

   

 

 

 

１ 支援・配慮 

別の言語でも理解を促す。 

 

２ 説明 

  試行回数を重ねると変わっていく相対度数につ
て、数のみでの例示では、情報が多く、具体的な
推移のイメージができない。そこで、試行の結果

を入力すると、相対度数が自動的に計算され示
される表を作成し、実際に生徒がそれを見なが
ら理解できるようにする。 

確率を数字や文字ではなく、表で示す 

 

まずは、表にしてみたらどうかな？ 

その上で、グラフにするとさらにわかりやすいね 
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ガイドライン３ 理解のためのオプションを提供する 
 

 

 

   

 単元の始めにそのスポーツの歴史や特性、選手をについて説明をする 

１ 支援・配慮 
背景となる知識を活性化または提供する。 

 
２ 説明 
単元の１回目に学習カード等を用いてそのスポ
ーツの歴史や特性（基本的なルール等）につい
て説明していきます。また、世界的に活躍してい

る選手を紹介し、実際に世界大会の映像を確認
していくことで、どのような技術が用いられてい
るのかを感じさせます。 

 

 単元のオリエンテーションで基本用語の確認、動画を紹介
 

１ 支援・配慮 
背景となる知識を活性化または提供する。 
 
２ 説明 
単元の１時間目にはオリエンテーションを実施
し、その単元の見通しを立てさせる。また、どのよ
うな運動・スポーツなのか、授業で理解するべき
ことは何なのかをプリントや副教材を使い学習さ

せる。また、中学生になって初めて取り組むスポ
ーツもあるので、いつでも動画を見られるように
teams に 選 手 の 動 き や 試 合 の 様 子 の
YouTube動画を貼り付けている。 
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 簡単な実験でも、演示ではなく実際に生徒に行わせる 
 

１ 支援・配慮 
背景となる知識を活性化または提供する。 

 
２ 説明 
「大気圧の力で空き缶をつぶす」のような簡単
だけど、生徒に行わせると時間がかかるような実
験も演示ではなく、生徒に行わせるようにする。

自分たちで実際に触ったり、近くで事象を見るこ
とで、より興味・関心を引き出したり、理解を促す
助けになる。 

 

 個人持ちの辞書を用意し、授業中の理解を活性化させる 

１ 支援・配慮 
背景となる知識を活性化または提供する。 

 
２ 説明 
国語の授業中に生徒が困る機会の例として「漢
字が読めない」「言葉の意味が分からない」「説
明する際の最適な言葉が選べない」などがあ
る。その際に自分で解決させるために辞書を用

意させています。個人持ちにすることで生徒たち
が自分に合ったものを選び、調べたことを記録し
ておくことができます。また、布の袋に入れて机の
わきにかけて置くように指示をしているので、国
語以外の授業でも調べることができ言語知識
定着の良い機会となります。 
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 わかりやすいヒントやキューイング（合図）を提供した板書づくり 

１ 支援・配慮 
パターン、重要事項、全体像、関係を目立たせ
る。 

 
２ 説明 
①板書左側には本時の「めあて」と「準備」で必
要なものを書き、板書右側には要点を書く。 

②制作と片付けのタイミングでタイマーをかけ、
残り時間を視覚的に確認できるようにする。 

③制作のスケジュールを掲示し、進度の確認を
する。 

④必要に応じて説明の際にモニターを使用す
る。 

⑤授業で必要な道具などは教卓に準備してお
く。 

 

 

 

 見やすくメリハリのある授業プリントを作成して理解を促す 

１ 支援・配慮 

パターン、重要事項、全体像、関係を目立たせ
る。 

 

２ 説明 

情報量が多くなりやすい社会科の授業では、生
徒が多くの情報を目の前に授業への意欲を失っ
てしまう場合がある。授業内容をA4プリントにま

とめる。 
  また、プリントを横にすることで、プリントの左側
で確認した知識を用いて、プリントの右側で生
徒が話し合う、授業の流れを可視化することが
できる。 

 

 

今日学んだことは、 

〇〇だね。 

よーし、 

ここからグループで

△△について考察し

てみよう！！！ 
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 順序性のあるプロセスをステップごとに記録に残すノートづくりを指示す

る 
１ 支援・配慮 
情報処理、視覚化、操作の過程をガイドする。 
 

２ 説明 
ノートの取り方を全生徒で統一し、共有すること
で書き方に悩むことがなくなります。 
具体的には、 

・ページを上下に分け、下の方をメモ欄として使
う。（黒板は左右に分けて書く） 
・使う色の指定をする。赤と青のペンを用意して
記入。（色弱の生徒への配慮で、使うチョーク
の色はオレンジと黄色） 
これらのことをガイダンスで説明、共有すること
で生徒が情報を知識に変換させることができま
す。また、評価のつけ方を具体的に説明すること
で、個に応じてカスタマイズして使用ができるよ
うになります。 

 

 

 

 ホワイトボードを活用し、グループの意見を記録に残す 

１ 支援・配慮 
  情報処理、視覚化、操作の過程をガイドする。 
 
２ 説明 
ホワイトボードを活用し、グループ活動で話し合
った内容を視覚化し、グループで話し合った課
題と解決策を整理する。その上で、話し合いがど
こまで進んでいるのかなどの段階的な手掛かり

となるようにする。 

私たちの課題は・・・ 

でも、ここが変じゃない？ 

この視点で考えれば、もっといい解決

策が出ると思うんだけど・・・ 
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 【今日のフレーズ】で、１度習った単語・フレーズ・感動詞を定着させ

１ 支援・配慮 

学習の転移と般化を最大限にする。 

 
２ 説明 
言葉の定着は、自分が日常でどれほど産出した
かが大切ある。しかし一度「見た、聞いた、使っ
た」だけでは自分の言葉にはならない。そこで、

授業の初めにその日で意識的に産出する言葉
やフレーズを教員が決める。そして黒板の端に
【今日のフレーズ】と明示して記載したままにす
る。その言葉に対して授業中に気になる子どもは
いるが、明示していると使う癖を意識づけさせる
ことができる。それは、自分の意識的な産出言葉
から無意識的な産出言葉にする機会を提供す
ることができる。 

 

 

１ 支援・配慮 

学習の転移と般化を最大限にする。 

 

２ 説明 

説明的文章の読解方法について、いきなり長い
文章を読むと、読む気をなくしてしまったり、疲れ
てしまったりする生徒がいるため、初めは、平易で
短い文章を読んだり、並べ替えたりして、徐々に
長い文章に読み慣れる工夫をする。 
また、読解のコツやポイントを生徒たちの常に見
えるところに掲示しておくことで、理解の定着率
が上がり、文章の読み方や解き方がわかるように
なります。 

   

 

時間をおいて復習や練習する機会をしっかり取る 

 

 

 

１学期 

 

読解のカギとなる、 

文章の構成や段落

の関係を理解する

ために、文章の並

び替えを行う。 

内容や接続詞に注

目して、文章を読め

るようになる！ 
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原則Ⅱ 行動と表出のための多様な方法を提供する 

ガイドライン４ 身体動作のためのオプションを提供する 

①応答様式や学習を進める方法を変える 

②教具や支援テクノロジーへのアクセスを最適にする 

 

ガイドライン５ 表出やコミュニケーションに関するオプションを提供する 

①コミュニケーションに多様な手段を使う 

②制作や作文に多様なツールを使う 

③支援のレベルを段階的に調節して流ちょう性を伸ばす 

 

ガイドライン６ 実行機能のためのオプションを提供する 

①適切な目標を設定できるようにガイドする 

②プランニングと方略開発を支援する 

③情報やリソースのマネジメントを促す 

④進捗をモニターする力を高める 
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ガイドライン４ 身体動作のためのオプションを提供する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 立体図形のイメージを補助する 

１ 支援・配慮 
応答様式や学習を進める方法を変える。 

 
２ 説明 
教科書にかいてある立体図形の図では、実際の
イメージがつかめない生徒には、立体模型を実
際に触れさせ、イメージをつかむための補助をし

ます。 

 

実際の模型↓ 

 

 

 

 工具選びについて、最適なものを選択できるようにする 

１ 支援・配慮 
応答様式や学習を進める方法を変える。 

 
２ 説明 
一つの作業でも、複数の方法で作業ができるこ
とを紹介し、自分自身に最適なものを選択でき
るようにします。・写真は穴をあける作業における
方法を３種類から選べるようにします。これでも

難しい場合は、機械を使用するなどの配慮を行
います。 
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 自分が覚えやすい方法を見つけさせる 

１ 支援・配慮 

応答様式や学習を進める方法を変える。 

 

２ 説明 

九九を覚えるときに、「暗唱して覚える」ことがよ
くあるが、それだけではなく「書いて覚える」「見
て覚える」など自分で覚えやすい方法で取り組

む。そのために九九カードや九九の表などを準
備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九九の表          九九カード 

  

 

 

１ 支援・配慮 

応答様式や学習を進める方法を変える。 

 

２ 説明 

  プログラミング授業において、一つの作業でも、
複数の方法で作業ができることを紹介し、自分
自身に最適なものを選択できるようにします。 

 （例）下のようなプログラムを作る際に、情報処理

の流れを生徒が考える際に、右図のフローチ
ャート図あるいはアクティビティ図のどちらか
を選択して考えさせる。 

 

工具選びについて、最適なものを選択できるようにする 

・フローチャート図  ・アクティビティ図 
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 勉強がしやすくなる文房具の紹介や選び方のポイントを紹介 

１ 支援・配慮 
 教具や支援テクノロジーへのアクセスを最適にす
る。 

 
２ 説明 
「鉛筆の持ち方が悪い」「コンパスや定規などの
作図道具が上手に使えない」などで困っている
子どもがいます。そこで、書きやすさや使いやす
さで推奨するマス目のノートや作図道具などを
さりげなく、保護者会等で紹介します。すると、実
は他の生徒にも使いやすいことが分かり、学校
全体に意識が広まります。 

 

 注目する場所を明確にして、脳と体を連動させる！ 

１ 配慮・支援 
教具や支援テクノロジーへのアクセスを最適にす

る。 
 
２ 説明 
読み書きが苦手な子どもに対して、より良い学
習環境を整える補助具を紹介します。中学生と
いう発達過程の中で、周りと違う行動をとること
に違和感を覚える子どもが多い中、目立たずに
使える以下の補助具を紹介します。 
①リーディングトラッカー 
→注目すべき箇所を強調させる。 
②魔法のザラザラ下敷き：凹凸強い 
③両面書き分け下敷き：凹凸弱い 
④ソフト下敷き 
→凹凸や柔らかさがある下敷を使う ことで、
ペンの振動が伝わり、頭でのイメージと手の
動きを一致させる。 
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 音楽室の教具へのアクセスを最適にする 

１ 支援・配慮 
教具や支援テクノロジーへのアクセスを最適にす
る。 

 
２ 説明 
音楽室に配置する教具を厳選し、自分で選んだ
教具について、生徒たちで適切に片づけができ
るように、「一目でわかる」を意識して配置しま
す。また、合唱曲集や合唱練習用ＣＤは、クラスご
とに分けることで、使用する期間は、生徒たちが
自主的に準備と片付けを行うことができるように
しています。併せて、使う時期が限られている合
唱集は分厚く、場所をとるため、音楽室でいつで
も使用できるよう保管しています。これにより各
教室のロッカーに余裕が生まれます。 

↓クラス毎に使用する CDがまとめられている 

 

 

 

 

 

 

↓衣装ケースに保管されている合唱曲集 

 

 

 

 

 

１ 支援・配慮 

教具や支援テクノロジーへのアクセスを最適にす
る。 

 

２ 説明 

「正しい形で筆が持てない」「手が震えてしま

う」「左利きだからうまく書けない」など、書写の
授業をしていると生徒から様々な悩みを聞きま
す。「ゆび筆」は指と一体化して自由に書くこと
ができる教具です。筆を持つことに緊張してしま
う生徒でも、指に装着することで簡単に書くこと
ができます。書写だけでなく、美術や技術など
様々な場面で使えると思います。 

筆が持ちにくい場合は、「ゆび筆」を紹介 

 

柄の付いた筆とは異なり、より身体的

な感覚で描けます。 
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ガイドライン５ 表出やコミュニケーションに関するオプションを提供する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 練習や実戦での支援レベルでを段階的に

調整して流暢性を伸ばす 

 

２ 説明 

   個人で課題に取り組む時間を確保しつ

つ、様々なメンター（異なるアプローチや

やる気を起こさせたり、チューターを紹介

したりして、学習の流暢性を育みます。 

   その中で、少しずつ、自力でできること

やスキルが増えていき、段階的に減らして

いく支援を提供します。 

 

 

 

 様々な課題の作成方法を紹介 
 

１ 支援・配慮 
コミュニケーションに多様な手段を使う。 

 
２ 説明 
実験した内容を文字やイラストで記載するなど、
多様な方法で提出させます。 
①写真や動画を加えて結果や考察の報告。 
②キーボードによるタイピングや音声認識を利
用ウェブの情報のコピー＆ペーストも可能 

③ICT の活用が苦手な子どもは、紙ベースで記
入後、写真を撮って提出可能 

 

 自分の考えを表出するための補助としてアプリを使用する 

１ 支援・配慮 

コミュニケーションに多様な手段を使う。 
 
２ 説明 
英語で何かについて発表するとき、発表の原稿
だけでは自分が何をオーディエンスに伝えようと
しているのか忘れてしまいます。また、オーディエ
ンスも何を発表者が伝えようとしているのかわか

らないといったことが起こりえます。そこで、プレ
ゼンテーション用ソフトを使用し、Web サイトの
画像や文字情報をうまく取り入れ、発表を支える
ためのツールとして制作出来るようにしていま
す。 
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 不登校生徒が参加しやすいオンライン部活を提供する 

１ 支援・配慮 

コミュニケーションに多様な手段を使う。 

 

２ 説明 

    オンラインで出来る部活動を提供し、学校への関心

や居場所作りを促す。また、登校・不登校の生徒同

士が相互理解を深め、コミュニケーションを図る場と

して期待できる。 

〇活動に参加せずに、見るだけでも OK。 

〇どうしても名乗りたくない部員はアバターでの交

流もOK。顧問はアバター部員を必ず把握し、管理

する。 

〇活動内容は、ゲームの日、得意なことの披露の日、

学校行事鑑賞会の日、ただのお喋りの日など様々

設け、その日のテーマで参加は自由。但し事前に

参加の意思は示す。 

  

 

 

 

 

１ 支援・配慮 

  コミュニケーションに多様な手段を使う。 

 

２ 説明 

気持ちが落ち着かず、ひとりになりたいけど、周
囲の視線が気になって言い出せないときに、カ
ードを教員に見せて、「DEN」などを利用できる

ようにする。 

気持ちを伝える手助けをする 

 

Help！！！ 
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 自分の好きな記入方法を選択させる 

            

            

 

 

図で示しても OK      手書きでも OK 

             

 

 

 

 

 

ローマ字入力         ひらがな入力 

 

                       

１ 支援・配慮 

コミュニケーションに多様な手段を使う。 

 

２ 説明 

単元のまとめの作文をミライシードで提出さ
せるときに、作文が苦手な生徒もいるので

入力方法を選べるようにさせる。 
   基本的には文章で表現させるが、それが難
しい場合、絵や図を入力可と伝える。 

  また、入力方法も「手書き」「ローマ字」「ひ
らがな」と自分が入力しやすい方法で取り
組ませている。 

 

 

１ 支援・配慮 

制作や作文に多様なツールを使う。 

 

２ 説明 

  グラフを描くツールとして、紙以外のツールを活 
用します。 
例１)アプリ「Goodnotes」（図１）では、画面

内でグラフを描くことができます。画面内
で定規を操作して直線を描いたり、間違
えたときに容易かつ綺麗に消したりする
ことができます。 

   例２)数研チャートの関数ツール（図２）では、知
りたい関数の値を入力すると自動でグラ
フが描かれ、様々なグラフを容易に描いて
考察することができます。 

様々なツールでグラフを描く 

に描く 
 

図２ 

図１ 

Goodnotes 

数研チャートの関数ツール 
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１ 支援・配慮 

制作や作文に多様なツールを使う。 

 

２ 説明 

実験の様子を端末に動画や写真で記録を指示
します。レポートに実験の結果をまとめる際、実験

の操作を行いながら結果を全て記入するのは困
難です。そのため、班員のうち1名が撮影を担当
し、動画・写真を共有することで、実験後に結果
をじっくり見ながら記入することができるようにし
ます。 

実験の様子を動画・写真で記録する 

動画例：酸・アルカリのイオンの移動 

 

 音声入力で作文が苦にならない？！ 

１ 支援・配慮 

制作や作文に多様なツールを使う。 

 
２ 説明 
作文を書くのが苦手な生徒はたくさんいます。そ
こで、生徒が一人一台もっているタブレットの機
能に「音声入力」があります。運動会、校外学習
など行事の後の作文を書くときに、タブレットか

手書きかを自由に選択し、さらに音声入力がで
きるようになると、作文への苦手意識が少し減少
します。音声入力には少しコツがいりますが、慣
れるととても使えるツールです。 
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様々なメンターを提供し、いつの間にか自力で解決する 

１ 支援・配慮 

支援のレベルを段階的に調節して流ちょう性を 

伸ばす 。 

 
２ 説明 
個人で課題に取り組む時間を確保しつつ、様々

なメンター（異なるアプローチややる気を起こさ
せるチューター）を紹介して、学習の流暢性を
育みます。その中で、少しずつ、自力でできるこ
とやスキルが増えていき、段階的に減らしていく
支援を提供します。 

 

 

１ 支援・配慮 

 支援のレベルを段階的に調節して流ちょう性を

伸ばす 。 

 

２ 説明 

マット運動の際に、様々な見本の動画を提供す
ることや動画撮影をした後に振り返りをしなが

ら、技のイメージを促す。 
また、頭で理解したことを体で表現することがで
きない生徒のために、マットにしるしをつけて手
の位置や、足の位置を確認しながら、運動をさ
せる。 
例えば、側方倒立回転の際に、すもう用のマット
の半分を使用して、半円に沿って手と足をおいて
いく。 
それができたら、その半円を少しずつ直線にして
いく。 

支援のレベルをあげて、なめらかに運動を行えるようにす

る 
 

側方倒立回転 
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 様々な発表方法を提供する 

１ 支援・配慮 

  支援のレベルを段階的に調節して流暢性を伸 

ばす。 

 

２ 説明 

発表の際に、全員一緒の画一的な発表形式とす
るのではなく、創作物やスライド、場合によって
は、身体表現や寸劇など多様な発表形式を提
示し、自分で選択させる。このような取組を段階
的に進めて、教師が求める学習内容に少しずつ
近づかせる。 

  

僕は「絵」で

発表したい。 

僕は、グラフを

たくさん使うよ！ 
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ガイドライン６ 実行機能のためのオプションを提供する 
  

 

  

 

 先の見通しをもたせることで不安を軽減する方法を紹介 
 

１ 支援・配慮 
適切な目標を設定できるようガイドする。 

 
２ 説明 
各教科の提出物や課題が自分で整理できない
生徒がいます。やる気はあるのに忘れたり、勘違
いしたりすることを軽減する方法として、教室に
提出物一覧表（ホワイトボードなどを活用）の掲

示を提案します。各教科担当生徒が提出日や小
テストの期日を一目で全体が分かるように書き
ます。見える化することで余裕をもって提出やテ
スト準備ができるようになることが考えられます。
また教員側も他教科とのバランスを考えて課題
の提出日を決めることができ、自主学習時間の
バランスも取りやすくなります。  マグネットシートなどを活用。脱着可能に

し、期日が過ぎたら張り替える 

 

 １日のスケジュールを掲示し、見通しをもちやすくする 

１ 支援・配慮 

適切な目標を設定できるようガイドする。 
 
２ 説明 
生徒は、長いと朝８時１５分ごろの登校から部活
動の最終下校の１８時３０までの約１０時間を学
校で過ごします。１日の大半を過ごす時間の使
い方に見通しをもたせるため、教室の誰もが気

軽に見ることができる場所に、１日のタイムスケ
ジュールを掲示します。特別時程のスケジュール
も載っており、普段と違う行動をすることが苦手
な生徒にとっても、簡単に視覚情報として確認す
ることができ、スムーズに１日を過ごすことができ
るようになります。 
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 自分の目指すゴールを選択し、訓読の問題に取り組む
 

１ 支援・配慮 
適切な目標を設定できるようにガイドする。 

 
２ 説明 
中学校 1年「故事成語 ～中国の名言～」で、訓
読の決まりについて学習します。基本問題を全
員で確認した後、自分が目指すゴール（難易
度）を選択させ、問題に取り組むことができるよ
うにします。個人で進めても良いし、ペアで話し
合いながら進めるなど、取り組み方も自由に選
ばせています。最高レベルの問題が解けた人は、
スペシャリストとして、先生役になり、分からない

生徒と一緒に問題を解いていきます。 

 

 相互評価シートで班員の意見文の中間評価ができる 
 

１ 支援・配慮 
プランニングと方略を支援する。 

 
２ 説明 
生徒たちが、自分が書いた意見文をよりよく修
正・改善するための相互評価を目的として設定
しています。まずは自分で書いた意見文を自己
評価した後に、お互いが書いた意見文の下書き

を読み合い、いくつかの評価規準に沿って、アド
バイスを送ります。相互評価のあとは、班員から
もらった改善意見を読み、自分の意見文に赤で
直しを入れ、自分の意見文を推こうすることがで
きるようにします。 
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 ストップ・アンド・シンクを促すポートフォリオの作成 

１ 支援・配慮 
プランニングと方略開発を支援する。 

 
２ 説明 
①作品の振り返りと相互鑑賞を行う際に、これ 
までの制作過程を振り返ることができるよう、
ポートフォリオを作成させます。 

②授業毎に作品をタブレットで撮影し視覚的に
記録しておくことで、自分の進捗をモニターす
るだけでなく、制作プロセスを振り返ることが
できるようにしています。 

③このポートフォリオを用いて作品の相互鑑賞を
行い、作品に込めた想いやこだわった点など
を発表させます。 

 

 自分の思いや考えを整理しよう！ 

 

 

１ 支援・配慮 

  情報やリソースのマネジメントを促す。 

 

２ 説明 

授業をしていて「運動会の思い出は？」「夏
休み楽しかったことは？」と聞いても具体的
に返答が返ってこないことがあります。

「SimpleMind」というアプリを使って自分の
思いや考えを整理することで、正しく相手に
伝えることに役立ちます。特に、長期休み明
けや学校行事の後には、作文を書くことが多
くあります。作文を書く前に、内容を整理させ
ることが大切です。 
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 制作シートの記入により進捗をモニターする力を高める 

 １ 支援・配慮 

情報やリソースのマネジメントを促す。 

 

２ 説明 

美術科の作品制作は２か月以上時間をかけて

作ることもあるので、見通しをもって計画的に制
作に取り組むことが重要になります。授業毎に
制作シートを記入することで、思考すべき内容の
チェックリストを提示したり、調べるべきデータ内
容の整理すべきポイントを助言したりして、作品
をどのように作成していくかのマネジメントを丁
寧にさせます。 

前回の反省を思い出し、今は何を

調べればいいのかな？ 

気を付けるポイントは・・・ 

作品に入れなければならないポ

イントは・・・ 

 

 ビデオレビューを活用して、自己評価の見本を提供する 

１ 支援・配慮 

進捗をモニターする力を高める。 

 

２ 説明 

自分がどのように動いているのかを客観視でき
るように、iPad を活用する。自分の運動している
動画を一時停止したり、スローモーションにした
りして確認することで、自分の運動の自己評価も

しやくなり、友達からの意見がもらいやすくなる。
また、モニターを活用することで、映像を共有し
て確認することができるので、グループで話し合
うこともしやすくなる。 

① 

 

 

 

 

 

 

② 
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 視覚的に提示される情報を、代替の方法でも提供する 
 

１ 支援・配慮 
進捗をモニターする力を高める。 

 
２ 説明 
自分がどのように動いているのかを客観視でき
ない生徒がいるため、動画を使用して、スローモ
ーションで確認できるようにするとともに、友達か
らの意見ももらえるようにします。 

 

 

 記録を測定し振り返りを毎時間行う 

１ 支援・配慮 
進捗をモニターする力を高める。 

 
２ 説明 
授業の始めに個々・グループでの記録を測定さ
せます。次の授業から毎時間記録の測定を行
い、振り返りを促します。記録を毎回測定するこ
とで個々・グループでの成長や課題を把握し、記

録の向上を図らせます。 

 

 

 

 



55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 「授業用ノートチェック表」を提供する 

１ 支援・配慮 
進捗をモニターする力を高める。 

 
２ 説明 
英語の授業で、定期考査の時期に授業用ノート
の提出を促しています。提出にあたっては、右に

示すようなプリントを配布している。このプリント
を通して、各ページで評価のポイントを事前に知
らせることで、生徒が何を意識して取り組めばよ
いのか生徒が分かるようにしています。生徒の取
組が評価に直結するようにしています。 

 

 

 

１ 支援・配慮 

進捗をモニターする力を高める 

 

２ 説明 

野球のスイングの動作について、コーチの助言

だけでなく、iPad等を活用して動画を撮影し、自
分の動きを視覚的にとらえる方法を提示する。ま

た、スローモーション撮影等も利用し、より自分の
動きを分析しやすくなるツールの利用も促す。ま
た、ロールモデルや手本動画も提示し、自分の
動きと比較し、修正できるようにする。 

自分の動きを修正するイメージをもたせる 

 



56 

 

 

  

 



57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原則Ⅲ 取組のための多様な方法を提供する 

ガイドライン７ 興味を引くために多様なオプションを提供する 

①個々人の選択や自主性を最適にする 

②自分との関連性・価値・真実味を高める 

③不安材料や気を散らすものを最小限にする 

 

ガイドライン８ 努力や頑張りを継続させるためのオプションを提供する 

①目標や目的を目立たせる 

②チャレンジのレベルが最適となるよう求める（課題の）レベルやリソースを変える 

③協働と仲間集団を育む 

④習熟を助けるフィードバックを増大させる 

 

ガイドライン９ 自己調整のためのオプションを提供する 

①モチベーションを高める期待や信念をもてるよう促す 

②対処のスキルや方略を促進する 

③自己評価と内省を伸ばす 
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ガイドライン７ 興味を引くために多様なオプションを提供する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習者が活動、スケジュール、新しい行事等を予測・準備できるように示す 

１ 支援・配慮 
個々人の選択や自主性を最適にする。 

 
２ 説明 
教室後方の黒板に、２日分の授業時間割を掲示
します。新年度直前の時点では、黒板の右側に
時間割や持ち物などを１日分しか記入できない
ようになっていた。だが、黒板左側にもビニール
テープで枠を作り、２日分記入できるようにした。
前もって授業連絡をすることで、生徒が見通しを
もって学校生活を送れるようにしています。 

  

 

 

１ 支援・配慮 

  個人の選択や自主性を最適にする。 

 

２ 説明 

それぞれに異なる生徒の習熟度に合わせて、難

易度の異なる授業プリントを用意し、生徒に毎時
間「わかった」「できた」という達成感を与える。

また、授業への取り組み方も、生徒によって異な
る方法を提供する。例えば、学習の定着に時間
がかかり、他の生徒と違う範囲を勉強している
生徒であれば、他者の目が気にならないよう、別
室での受講を認める。他にも、字を書くことが苦
手だが、タブレットによる打ち込みでなら取り組
める生徒には、タブレットで取り組める問題集に
主に取り組ませるなどする。 

個人に合わせた、学習内容と方法を提供する 

  

これなら僕で

もできるぞ 

タブレットなら

すいすい書け

るよ 
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みんなで確認した答えを書きたい生徒が書いています 

 

  

 

相談中 

 

 個人に合わせた、授業内容と取り組み方を提供する 

１ 支援・配慮 

個人の選択や自主性を最適にする。 

 

２ 説明 

①授業中、表現力を養うため説明をさせる時に黒
板に書かせる。その際、生徒個人を指名すると
個人の負担が過度になったり、集団内で委縮し

てしまったりするため、グループを指名する。教
え合い、板書、そのサポートなど、個人が無理な
く個人が好きなように授業に参加することがで
きる。 

②夏休みの課題(宿題)をＧＷ前に伝え、個人のペ
ースで取り組めるようにする。課題も同等レベル
のものであれば個人で選択できる幅をもたせる
ことで、負担を軽減できる。 

 

 

 

 

 

自主的に進められるよう、「調べる学習」の取り組み方を示す 

１ 支援・配慮 

  個人の選択や自主性を最適にする。 

 

２ 説明 

自分が興味をもつ対象を調べてレポートにまと
めると言っても、一人ではなかなかできません。
そこで、「図書館を使った調べる学習コンクー

ル」出品に向けて、レポートを自分で進められる
よう、「手引き＆ワークシート」という冊子を配布
しました。そこには、ステップごとに何をすべきか、
テーマはどう決めれば良いのか、いつまでにど
の程度進んでいれば良いのかなど、具体的に書
かれています。何か迷った時にはこの冊子を見
れば分かるというものを用意したため、生徒はそ
れぞれのペースでレポートを進めることができま
す。 

 作業の進め方 

課題発見のた

めツール 

レイアウト 
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 みんなの自由な掛け声で、ダンスものりのり
 

１ 支援・配慮 

自分との関連性・価値・真実味を高める。 
 
２ 説明 
ダンスの授業では、恥ずかしさなどが、大きな課
題となり、興味・関心を引き出すことが難しいで
す。そこで、生徒一人一人に自由な掛け声を促
す。この掛け声は教師がほめること以上に  生

徒を励まし、ダンスを気持ちよく踊れることにつ
ながります。 

 

 

 

 バラエティで、英語も楽しく
 

１ 支援・配慮 
自分との関連性・価値・真実味を高める。 

 
２ 説明 
英語の授業において、生徒が楽しみながら見て
いそうな番組（バラエティ）の一部を提供し、英
語学習をより身近に感じさせることをしていま
す。これにより、生徒は、英語学習の楽しみを感
じ、楽しみながら学習に取り組んでいます。 

 Y:Ｍｙname is YURIYAN Retreber. Im from  

Japan. 

A:Who is that we know would you compare  

yourselfto？  

Y:Dad.Mam,and you! 

A:Let’s be Friends! 

Y:My address is・・・ 

A:NO.NO.ＮＯ 
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 知育おもちゃの「知育」は自分で創造する 

１ 支援・配慮 
自分との関連性・価値・真実味を高める 

 
２ 説明 
幼児向けの「知育おもちゃ」を製作するというテ
ーマの中で、どのようなしかけを作るのか色々な
情報源から個々が選択できるようにしています。
刺繍の技法やデザイン、使用するパーツの選定
は複数ある中から自分で選んで、生徒の実態に
合わせて取り組める工夫をしています。チャレン
ジのレベルが選択できるため、個々に合った作
品が完成します。 

   

 

 

 

１ 支援・配慮 

自分との関連性・価値・真実味を高める。 

 

２ 説明  

実験に使う道具をできるだけ多く用意し、可能 
な限り少ない人数の班で実験を行う全員実験 
器具を渡すことで、人任せにせず、主体的に実 

験に取り組むことができる。 
基本は４人班だが、可能であれば２人班や１人 
での操作を行わせる。 
実験器具は数年単位で数を増やしていく。 

全員が主体的に実験に参加する工夫 

 

作品評価（１００点） 
 
①パーツがきれいに裁断されている（大きさ・形・丁寧さ等）【10】 
②パーツがしっかりつけられている（手縫いまたはボンド）【5】 
③まきかがりの縫い目の長さがそろっている（3～5㎜）【10】 
④まきかがりの縫い目の幅がそろっている（3～5㎜）【10】 
⑤ランニングステッチの縫い目の幅がそろっている（3～5㎜）【10】 
⑥玉結び、玉どめが表から見えないように始末できている（糸の絡まり等も表から見えない）【5】 
⑦指先のトレーニングとなる工夫、しかけがしっかりと考えられている【10】 
⑧彩りよくデザインに工夫がある【10】 
■ボタンが正しく丈夫に付けられている【二つ穴･･･5 四つ穴･･･8 複数･･･10】 
■スナップボタンが正しく丈夫に付けられている【1セット･･･10 複数･･･15】 
■ブランケットステッチの縫い目の長さと幅がそろっている（3～5㎜）【12】 
■たてまつりの縫い目の長さと幅がそろっている（3～5㎜）【10】 
■チェーンステッチの縫い目の幅がそろっている【10】 
■バックステッチの縫い目の幅がそろっている（3～5㎜）【10】 
■アウトラインステッチの縫い目の幅がそろっている【10】 
■ストレートステッチの縫い目の幅がそろっている【10】 
■サテンステッチの縫い目の幅がそろっている【10】 
■フレンチナッツステッチの縫い目が正しく見えている【4つ･･･5 複数･･･10】 
☆減点まきかがりまたはランニングステッチをやっていない 
 

※８センチ以上縫った技法のみ評価の対象となる 
■は選択制、３０点分は考えておくこと 

 

■

は選択制、３０点分は考えておくこと 
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 「前回の復習」から始まる授業
 

１ 支援・配慮 

不安材料や気を散らすものを最小限にする。 
 
２ 説明 
授業の最初は必ず「前回の復習」から始めま
す。授業の始まり方を固定することで、安心して
授業に臨めるようにしています。「前回の復習」
は前回のプリントを見れば埋められるような内容

なので、苦手な生徒も取り掛かりやすくしていま
す。 

 

 

 

１ 支援・配慮 

自分との関連性・価値・真実味を高める。 

 

２ 説明 

  地域で活動する高齢者や、見守りが必要な高 
齢者を理解するために、映像教材を活用し、介 

助や介護の方法を学んでいます。その後、さらに 
学びを深めるために、ひざ関節サポーターを着 
用した介助演習を行い、実際の高齢者のサポー 
トに必要なことを考えています。この体験以外に 
も、特殊メガネ（色覚変化）、ヘッドホン型耳栓 
（難聴）、肘サポーターと重り（筋力の低下）等を 
着用し、生徒が少しでも興味をもてるようにして 
います。 

高齢者疑似体験を通して学ぼう 
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 ２分前着席を聴覚的に刺激し、授業前にやる気を引き出す雰囲気を作る 

１ 支援・配慮 
不安材料や気を散らすものを最小限にする。 

 
２ 説明 
現在、２分前着席ができているクラスが大半で
すが、時間を感覚的につかむことや、時計を即
座に読むことが苦手な生徒がいます。そこでチャ
イム２分前に着席準備の合図（例：デパートの蛍
の光のような）として、生徒自身が決めた音楽
（BGM）を流し、自主的に着席を促します。音楽
に意味をもたせることで前向きな気持ちで授業
に臨めたり、落ち着いて行動できたりすることが
考えられます。また、音楽のもつ心理的効果（落
ち着ける BGM など）を期待し、やる気を引き出
します。 

 

 
 

 

 

 

 

 一目瞭然！！ 生徒に合わせたシンプルな“時間表示”
 

１ 支援・配慮 
不安要素や気を散らすものを最小限にする。 

 
２ 説明 
時間の流れを把握することが難しい生徒や、集
中力が持続しない生徒へは、時間を視覚的に提
示することが効果的です。時間制限のある課題
や話し合い活動などで、残り時間を一瞬で確認

でき、見通しをもつことができる工夫をしていま
す。 

    ① デジタルタイマー 
② タイムタイマー 
③ ipadの時計機能・時計アプリ 
④ 残り時間５分前のチャイム 
→授業終了５分前に短い効果音のような音
を鳴らすことで、振り返りの時間を意識さ
せる。 

 ※①～③は巡回指導教室の授業で実施中。 
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「復習基礎問題」から始まる授業 
 

１ 支援・配慮 
不安材料や気を散らすものを最小限にする。 

 
２ 説明 
  授業の最初は必ず「復習基礎問題」から始めま 
す。授業の始まり方を固定することで、安心して 
授業に臨めるようにします。「復習基礎問題」は 

今まで学習した内容の基礎レベルを扱うので、 
苦手な生徒も取り掛かりやすく、机間個別指導 
を行うことで全員が１問以上は正解できるように 
しています。 

 

 

１ 支援・配慮 

不安材料や気を散らすものを最小限にする。 

 

２ 説明 

以下３点の取り組みを主に実施。 
①日々の活動の見通しをつけやすくするための
表を掲示し、生活班内での分担や、各班の週

の仕事が確認しやすいようにする。 
②学級のルーティンを作る 
朝と帰りの学活では、決まった流れで、学級 
委員が司会を行う。 
③黒板周囲(教室前方)の掲示物等を最小限に
し、授業に集中しやすくする。掲示物をなくした
り、前方の棚にカーテンをつけたりすることで、
授業中に気が散らないようにする。 

シンプルな学級活動と教室の雰囲気 
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ガイドライン８ 努力や頑張りを継続させるためのオプションを提供する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１ 支援・配慮 

目標や目的を目立たせる。 

 

２ 説明 

授業のはじめに必ず「本日の目標」を黒板に記
入しています。 

その上で、問題をやらせるときにも、思考力・判
断力・表現力等については、ルーブリック評価表
を示し、ねらいに応じて、個々人で習得してほし
い内容の明確化を図っています。 

ルーブリック評価表を示し、期待してるねらいを明確化する 

 
A 複数の回答方法で正解が書けた 

B 正解が書けた 

C 回答が書けたが誤っていた 

D 何も書けなかった 

 

 

 生徒自身が選択する具体的な目標の提示と振り返り 

１ 支援・配慮 

目標や目的を目立たせる。 
 
２ 説明 
授業の初めに、言葉でのめあてに加え、解けるよ
うになりたい問題（本時の問題）を、普通問題・
発展問題の２問提示し、授業の最後に振り返り
シートを使って解かせます。発展に挑戦するかど

うかは生徒自身に決めさせます。文章と具体的
な問題の両方を提示することで、達成すべき目
標を把握させるとともに、言葉の意味の理解と
定着に繋げます。また、授業の最後にめあてと本
時の問題を振り返って解かせることで、初めに設
定した目標を達成できたことを実感させます。 
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 出来上がりの自由度を高め、伸び伸び学習 

１ 支援・配慮 
チャレンジのレベルが最適となるよう求める（課 
題の）レベルやリソースを変える。 

 
２ 説明 
体育の実技の導入部で、「別にできなくても大
丈夫」「失敗しても大丈夫」「とにかく、やってみ

よう」などの助言を行い、外的評価や競争では
なく、達成水準に向かう過程や努力を強調する
と、生徒は伸び伸び学習を行います。 

   

 

 

１ 支援・配慮 

チャレンジのレベルが最適となるよう求める（課
題の）レベルやリソースを変える。 

 

２ 説明 

  ①中学生の内容（正負の数）にチャレンジ 
    ゆっくりでも段階を追って進む。 

  ②計算の量が増え、分数なども必要になった段
階で、小学校の分数の基礎に戻って計算力
をつけていく。 

  ※初めから九九の覚え直しは中学生には意欲
もわかない。東京ベーシックドリルの学年別の
課題を利用し、分数の計算を練習しながら、
九九や加減の計算に慣れるように進めます。  

生徒のチャレンジレベルの最適化を図る 
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１ 支援・配慮 

チャレンジのレベルが最適となるよう求める（課
題の）レベルやリソースを変える。 

 

２ 説明 

さまざまな学習方法（パターン）を提示して生徒
に家庭学習を促すことで、基礎・基本の定着を
目指す。 

  ①年度当初に、英語学習ノート（家庭学習用）
への取り組み方、ルール、提出方法等を伝え
る。 

  ②授業者は、生徒の取り組み方や英文の内容
等を確認し、返却する。 

「家庭学習の進め方」を提示する 

 

 

＜例＞ 

レベル①単語練習 

（１）お手本と同様に、定規で線を引き、意味

（日本語）、テスト欄、スペル練習欄を作

る。 

（２）日本語記入とスペル練習の後、少し時間を

置いてから、自分でテストを行い、自己採

点する。間違っていたら、直しまで行う。 

 

 

１ 支援・配慮 

チャレンジのレベルが最適となるよう求める（課
題の）レベルやリソースを変える。 
 

２ 説明 

「習熟度別自由進度学習」で、個に応じた学習
内容（振り返り）を行うことで、達成感を得て、苦
手意識の払しょくを図る。単元には沿っているも

のを、自分との関連性・価値を高められる内容と
して、興味・関心に合わせて行うようにする。入口
として、何かの提示を行うが、その後、学習者本
人が選択できるよう課題を複数用意する必要が
ある。また、オンラインでも学習ができるように、
デジタル教科書を活用し家庭でも双方向の授
業を実践し臨場感をあじわえるようにする。 

個にあった、学習内容と進度の提示 
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運動やスポーツを誰とでも楽しむことができるようにする
 

１ 支援・配慮 
協働と仲間集団を育む。 

 
２ 説明 
  運動やスポーツは性別、年齢、人種などに関係 
なく楽しむことができるものです。 
単元の切り替わりで、グループをつくり、その単 

元が終わるまでそのグループで行動するように 
させています。その中で、教え合いや助け合いが 
できるような機会をもたせ、能動的にかかわりが 
できるようにしています。次の単元では、また違う 
メンバーでグループをつくって進めます。 

 

 

 

 

 

マイナスなことも前向きな考え方や言葉かけに変換 

１ 支援・配慮 

協働と仲間意識を育む。 
 
２ 説明 
「どうせ…」「やっても意味がない」とすぐあきら
めてしまう子ども、「なんでできないの」「こんな
こともわからないの」という声が飛び交うクラス
など、そんな雰囲気を作らないために、日々学校
全体で前向きな考え方言葉に変換する習慣を
付けます。「声かけ変換表」などの本や資料があ
りますが、それを参考に学校全体や教員、クラス
で話し合い、自分たちで特に意識したほうがい
い「声かけ変換表」を作成し、クラス全体で、努
力や頑張りを継続させるようにします。 
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 座席配置を工夫 
 

１ 支援・配慮 
協働と仲間集団を育む。 

 
２ 説明 
少人数クラスの強みを活用し、仲間同士で教え
合いやすくするために、学習の習熟の程度を考
慮して座席の指定を行っています。苦手な生徒

の近くや隣に得意な生徒を配置することで、大き
な移動をすることなく教えたり教えられたりでき
るようにしています。 

 

 

 

 

 

１ 支援・配慮 

協働と仲間集団を育む。 

 

２ 説明 

１対１のコミュニケーションの際に、やり方を説明
した後、すぐに活動を始めると、英語で何と言え
ばいいか、わからずにとまどってしまう生徒もい

ます。そこで、最初に教員や ALT がデモンストレ
ーションを行い、英語表現への理解を深めてか
ら、活動の段階をペア→小グループ→全体へと
広げ、不透明な個所はペアで助け合いながら一
人一人の発話の回数を増やします。これにより、
学習内容の確実な定着と生徒の自信へとよりつ
ながります。 

活動形態の工夫（孤独感の払拭と安心材料） 
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１ 支援・配慮 

習熟を助けるフィードバックを増大させる。 

 

２ 説明 

１回目で最後に行う記録の測定を行い、その記 
録を参考に今後の自分の目標設定を行う。 

毎授業で取り組む内容の目標設定し、測定を行 
い、学習カードに記入していく。 
その結果から本時の振り返りや次授業での目標
に向けて改善を行わせる。 
毎回目標設定と測定を行うことで、自分の成長 
度がわかるため、学習意欲の向上に繋がってい 
く。 

自己の目標設定と結果の比較からのフィードバックを促す 

 

 

人との比較や競争では

ないよ。自分にとって何

が進歩して、何が努力

できるところか考えよう

ね！ 

 

 

１ 支援・配慮 

   習熟を助けるフィードバックを増大させる。 

 

２ 説明 

記録を伸ばすといったことより、フォーム等の点
検の際に、ランニングフォームを iPad にて撮影
する。その上で、より良いフォームにするためのチ

ェックポイントなどを提示し、それをもとに将来的
にうまくできるようになるための前向きな練習方
法を計画するようにする。 
その際に、途中段階でも撮影を行い、自己の良
くなったところなどがに認識できるようにすること
も意識する。 

視覚から情報を取り入れ、身体動作を客観的に把握する 
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ガイドライン９ 自己調整のためのオプションを提供する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 筆者の作品を自分のペースで鑑賞する 

１ 支援・配慮 
モチベーションを高める期待や信念をもてるよう 
促す。 

 
２ 説明 
音楽家の説明的文章の読解の際に、iPad を使
用して、過去の作品の音源を聞いたり、新しいア
ルバムの曲を聴いたりさせます。また、聞きたい
音楽や、筆者の音楽家としての歴史に触れされ
たり、興味深い曲を検索出来た時にクラス内で
共有できたりすることも促します。一人一人が、
興味のもてる作品に触れ、筆者への親近感をも
つことができます。限られた時間の中で自分の
ペースで視聴することができて、主体的な学び
にもつなげます。 

 

 

 動機づけとしてモチベーションビデオを見せる 
 

１ 支援・配慮 

モチベーションを高める期待や信念をもてるよう
促す。 

 
２ 説明 
授業の導入で、スポーツへの理解を深めるとと
もに、楽しさを味合わせるための動画を提示す
る。 
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 ＤＥＮ（でん）を使ってクールダウン 

 

１ 支援・配慮 
対処のスキルや方略を促進する。 

 
２ 説明 
情緒等が不安定な生徒は集中力を継続するこ
とが困難な場合もあります。これに対して「叱
責」を繰り返していると本人の心理的不安を募
らせるばかりです。そこで、注意持続ができない
時には、本人の申し出により、ほっとルーム（校内
別室指導室）やＤＥＮを活用し、クールダウンが
できるようなルール作りをしています。  

 

 自分で落ち着けるような対処を知る 
 

１ 支援・配慮 
  対処のスキルや方略を促進する。 
 
２ 説明 
授業中にイライラしたり、気持ちをコントロールで
きなかったりする時には、先生にヘルプを出し、
事前に学んだ対処スキルを行い、気持ちを落ち
着かせます。 

ほっとルーム 

DEN 
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１ 支援・配慮 

対処のスキルや方略を促進する。 

 

２ 説明 

不安になった時に、すぐに心の支えとなる心理相
談にアクセスできるよう、マイクロソフトのブッキ

ング機能を活用し、オンライン上で SC との面談
予約を取得できるようにします。面談を希望して
いることを、他者に知られたくない生徒がいる可
能性を考慮しています。 

ブッキング機能を活用した SC面談の予約取得 

 

 

 

１ 支援・配慮 

自己評価と内省を伸ばす。 
 

２ 説明 

  次の授業等、常に見える場所に時間割や予定
を 
記入し、次に何をしなければいけないのかを示し

ておきます。また、週予定や月予定を事前に配布
し、学活等で読み合わせをして予測したり準備し
たりできるよう手助けをしています。 
このような取組を継続し、授業はじめや学活等
で賞賛を加えることにより、学習者が自分の行
動をフィードバックできるようにしています。 

行動をチェックしやすいようにして、内省を促す 

 

次の授業は〇〇、プリント

はやってあるし、準備は整

っているぞ！ 
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１ 支援・配慮 

自己評価と内省を伸ばす。 

 

２ 説明 

日々の学校生活の中でやらなければならないこ
と、とくに時間の管理や忘れ物、学習計画などを
苦手としている場合は、早急に改善したほうがい

い場合があります。 
そこで、自分の行動の変化や効果をモニターで 
きるように、目標や手立て、評価をまとめた表を
作成します。手立てのアイディアを教員がいくつ
か提案することはありますが、全て自分で決め
るということがポイントです！そして、自己評価と
教員からのフィードバックをもとに、本人の意識
を高め、行動に責任をもたせられるように促しま
す。 

自分で「実行⇒振り返り（評価）⇒改善」のサイクルをつくる 

 

期間の設定は 

１週間くらいを

目安にします。

毎日見るところ

に貼っておくの

も効果的☆ 
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・通常学級での『特別支援教育のスタンダード』」2010年 8月 4日 

東京都日野市公立小学校全教師・教育委員会 with小貫悟 東京書籍 

・平成 30年度～令和元年度 校内研究紀要 

練馬区立大泉西中学校「『気になる生徒』」への支援のスタンダード」登校支援と特別支援教育の 

充実に向けた実践事例～通常学級におけるユニバーサルデザイン環境の作り方～ 

・「学びのユニバーサルデザイン（UDL）ガイドライン全文」Version2.0 
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令和６年度 増補版 

子どもの「主体性」を引き出す 

「ユニバーサルデザインラーニングを取り入れた授業実践」 

～ＵＤＬの３原則を取り入れた授業づくり～ 

 

令和７年２月１０日発行 

発 行 者 江戸川区立篠崎中学校 

 

所 在 地 〒133-0061 

          江戸川区篠崎町５-12-19 

電  話 03-3679-3001 
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